
研究科 専　攻 学　年 氏　名 研究課題 指導教員

1 文学 文化歴史学 後期課程2年 李　惠實 李禹煥研究─日本・韓国・西洋の狭間で─ 桑原　圭裕

2 文学 文化歴史学 後期課程3年 谷津　亮太郎
東国における地理的想像力─平将門の歴史・文化地
理学的研究─

荒山　正彦

3 文学 総合心理科学 後期課程3年 関谷　祐史
認知症家族介護者に対する慈悲とマインドフルネス
瞑想の実現可能性と効果検証

有光　興記

4 社会学 社会学 後期課程1年 中山　統文
ライブ動画配信サービスにおける投げ銭行為を後押
しする機能およびデザイン

鈴木　謙介

5 社会学 社会学 後期課程1年 堀田　奈穂
沖縄の女たちと「美容室」──美と粧いをめぐるグ
ローカルな実践

島村　恭則

6 社会学 社会学 後期課程1年 森田　玲
神事と神賑（かみにぎわい）の民俗学的研究─柳田
國男の祭礼論を乗り越える

島村　恭則

7 社会学 社会学 後期課程3年 周　丹
マレビト論の再帰的構築：中国東南海島嶼地域を
フィールドワークとして

島村　恭則

8 法学 政治学 後期課程2年 柳下　草太 融和政策の政策過程に関する政治史的研究 高島　千代

9 経済学 経済学 後期課程2年 中尾　こはる フリーマーケットにおけるピアツーピアシェアリング 猪野　弘明

10 経済学 経済学 後期課程2年 藤田　和輝
今後の法人課税のあり方における理論的・実証的分
析

上村　敏之

11 理工学 情報科学 後期課程1年 ハン　ネー　アウン
連合学習を用いたTCPにおけるサービス品質の性能
予測モデルの構築と応用展開

大崎　博之

12 理工学 人間システム工学 後期課程2年 淺田　紘基
培養神経回路網における神経信号伝搬経路の瞬時
空間パターン表現と深層学習による識別

工藤　卓

13 理工学 環境・応用化学 後期課程3年 栗林　千佳
ウラン同位体比を用いた酸化還元状態の変化に伴う
地下水中の元素移行に関する研究

谷水　雅治

14 理工学 環境・応用化学 後期課程3年 森本　貴裕
トリプル四重極質量分析装置を用いた親水性有機
フッ素化合物の分析法の確立

谷水　雅治

15 総合政策 総合政策 後期課程2年 陰　博文
中国・江西省における空き家の実態と対応に関する
研究

清水　陽子

16 総合政策 総合政策 後期課程2年 福井　将来 財政不安を考慮した財政乗数に関する研究 亀田　啓悟

17 総合政策 総合政策 後期課程3年 陸　震坤 財政拡大が労働市場に与える影響 亀田　啓悟

18 言語コミュニケーション文化 言語コミュニケーション文化 後期課程2年 戎　芸
中国語の会話における日本語へのコードスイッチン
グ

森本　郁代

19 言語コミュニケーション文化 言語コミュニケーション文化 後期課程2年 柳川瀬　真衣
外国ルーツの子どもの教科学習支援活動の相互行
為分析

森本　郁代

20 言語コミュニケーション文化 言語コミュニケーション文化 後期課程2年 吉井　雄樹 年齢を尋ねる言語行動のメタ語用分析
オストハイダ
テーヤ

21 言語コミュニケーション文化 言語コミュニケーション文化 後期課程3年 奥中　淳未
数量詞の意味と多義性、構文的制約のかかわりに関
するタイポロジー的研究

于　康

22 言語コミュニケーション文化 言語コミュニケーション文化 後期課程3年 宋　元祺 外省人作家の台湾経験とその文学 藤野　真子

23 言語コミュニケーション文化 言語コミュニケーション文化 後期課程3年 徐　筱琦
日本語の形式名詞「こと」の誤用研究─中国語母語
話者日本語学習者を対象に─

于　康

24 教育学 教育学 後期課程3年 伊井　健
吃音のある子どもの包摂をめざした国語科「話すこ
と・聞くこと」教育の研究

佐藤　真

25 教育学 教育学 後期課程3年 南　咲貴子
「いい子」の抑圧の緩和をめざす小学校国語科カリ
キュラムの開発

佐藤　真

※学年は、2024年4月1日時点 以上25名

２０２４年度　大学院博士課程後期課程研究奨励金　採用者


